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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 サステナブルファイナンスに関して、文献レビュー、インタビュー、アンケート調査、定量分

析の基盤整備など、研究計画に沿って着実に成果を上げている。研究のアウトプットイメージも

わかりやすい。気候変動（緩和・適応）と生物多様性の両分野を対象とする意欲的な研究内容は

高く評価できる。環境政策上も重要である。ESG（環境・社会・ガバナンス関連）に関連する否定

的な経験の質問だけでなく、肯定的な経験の調査も検討してほしい。生物多様性の評価の指標に

ついては、今後この分野の専門家との対話が必要である。トランプ政権誕生のサステイナブルフ

ァイナンスのあり方へのインパクトも考慮してほしい。サブテーマ２での機関投資家などへの個

別インタビューでは、手の内を明かした回答や本音であることを見極めるため、複数回答の照合

など何らかの手続きが必要ではないだろうか。グリーンウォッシュ対策、国際整合性、実効性の

確保にも道筋をつけてほしい。よりいっそうの研究成果の公開（査読付き論文など）を期待する。 

 


